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●レム睡眠の発見以降、60年以上にわたる睡眠研究から、
睡眠の本質がみえてくる！

●生命現象としての睡眠にはどのような特徴、生理現象と
心理現象が関わっているのか。

●社会問題化する睡眠障害の実態と対策、睡眠に関わる
病態発症メカニズム。

●睡眠マーケットに向けて、科学的知見をもとに機能面
からのアプローチを試みる、QOL改善にむけた応用研究。
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･･････････ 山津敦史、山下裕輔／（株）ファーマフーズ
1. はじめに
2. GABAによる睡眠改善効果の検証
3. おわりに

第5節 ヒプノカリスによる睡眠改善効果
･･････････ 江口直美／ソムノクエスト（株）
1. はじめに
2. 沖縄伝統野菜クワンソウとは
3. 有効成分「ヒプノカリス」の開発
4. ヒプノカリスによる機能性評価
5. 食品素材としての「ヒプノカリス」
6. おわりに

第6節 乳酸菌によるストレス性睡眠障害改善効果
･･････････ 宮崎 歴／（独）産業技術総合研究所
1. これまでのプロバイオティクス製品としての乳酸菌利用
2. 乳酸菌摂取による睡眠改善効果
3. ストレス性睡眠障害モデルマウス
4. その他の乳酸菌のストレス改善と睡眠との関係
5. 乳酸菌の睡眠改善効果のメカニズムの可能性
6. おわりに

第7節 香り物質の睡眠改善効果
･･････････ 今西二郎／明治国際医療大学
1. 香りの生体に与える影響とその機構
2. 香りと自律神経
3. ヒトでのアロマセラピーによるリラクゼーション誘導、
抗不安、抗うつ効果

4. アロマセラピーによる睡眠改善効果
5. まとめ

第3章 睡眠検知システム開発
第1節 画像認識技術を用いたドライバー状態検知システム

「ドライバーステータスモニター」の開発
･･････････ 大見拓寛／（株）デンソー
1. はじめに
2. 眠気状態センシングの手法
3. 「ドライバーステータスモニター」の開発
4. 実車環境の課題と課題克服への取り組み
5. 眠気の推定技術
6. おわりに

第2節 マット下設置型体振動センサによる
睡眠長期測定システムの開発
･･････････ 木暮貴政／パラマウントベッド（株）
1. はじめに
2. マット下設置型体振動センサ開発のきっかけ
3. マット下設置型体振動センサ「眠りSCAN」
4. マット下設置型体振動センサによる
長期の客観的睡眠評価

5. 高齢者住宅におけるマット下設置型体振動センサ
による睡眠長期測定システム

6. おわりに
第3節 睡眠時無呼吸症候群の起きた状態での

新診断システムの開発
･･････････ 吉澤昌純／東京都立産業技術高等専門学校
1. 背景
2. 疑似いびき音の第一フォルマント周波数による
無呼吸症候群のスクリーニング検査

3. 疑似いびき音と姿勢変化による診断の可能性と
今後の検討事項

「睡眠マネジメント」を（　　）部申し込みます。


